
【第２回】旧庁舎解体工事 進捗状況（R６.３/１８発行）

【工程表】
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おもや工事

移転準備

旧庁舎稼動
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【配置計画（おもや稼動時）】 【航空写真（Ｒ６.２月９日時点）】

敷地
面積

１１，６３３．８９㎡

構
造

【旧西庁舎】
鉄筋コンクリート造
【旧東・北庁舎】
鉄骨鉄筋コンクリート造

階
数

【旧西庁舎】
地上３階 地下１階
【旧東庁舎】
地上8階 地下１階
【旧北庁舎】
地上5階 地下2階

最高
高さ

【旧西庁舎】：20.２４ｍ
【旧東庁舎】：４０.62ｍ
【旧北庁舎】：25.80ｍ

延べ
面積

22,186.49㎡

【解体建物概要】

移
転

３月１８日時点

作成者：府中市新庁舎建設推進室
大成・三浦 建設共同企業体

内装解体工事

地上く体解体工事

地下く体解体工事

外壁アスベスト除去

埋蔵文化財発掘調査

はなれ工事

旧庁舎（解体建物）

おもや

はなれ工事着手
（令和6年1２月）
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東庁舎

西庁舎
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旧東庁舎旧西庁舎

おもや

解体工事エリア

おもや
西ｴﾝﾄﾗﾝｽ

通用口

【凡例】

：建物入口

：歩行者動線

：自動車動線

：自転車・ﾊﾞｲｸ動線

：駐車場

：駐輪場・ﾊﾞｲｸ置場

：目隠しﾊﾟﾈﾙ (H=2,000)
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※次回更新
R6.７月中旬予定
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【平面進捗図】

●旧西庁舎解体状況：鉄筋コンクリート造【地上３階 地下１階】

●旧北庁舎解体状況：鉄骨鉄筋コンクリート造【地上5階地下2階】

●旧東庁舎解体状況：鉄骨鉄筋コンクリート造【地上8階地下１階】

①【１階：廊下】内装の解体が完了しました。

③【西玄関】
西側の躯体を解体しています。
地上からアームの長い重機に
より解体作業を行っています。

⑥【７階：執務室】
内装の解体が完了しました。

⑧【1階：東玄関】
躯体を解体しています。

④【5階：旧食堂】
内装の解体が完了しました。

⑤【1階：駐車場】
解体で出たコンクリートガラや
鉄筋を搬出する車両を入れるた
め、１階の壁と２階の床面の解体
を行っています。1

2

3

4

5

6

7

:地上躯体解体済み部分

1  :写真撮影位置

◇解体前

②【旧西庁舎南側】躯体の一部を解体しました。

◆躯体解体後

◇解体前

◆内装解体後

□躯体解体中

□躯体解体中

◇解体前 ◆内装解体後

◇解体前

◆内装解体後 □躯体解体中

⑦【１階：総合窓口課】
躯体の一部を解体しました。

◆躯体解体後

８
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●地上解体【旧西・東庁舎一部】

地上から重機により解体をする

工法です。地上部から解体してい

くため、高さの低い建物の解体で

利用される工法です。

●階上解体【旧東・北庁舎】

建物の屋上にクレーンで解体用

重機を揚重し、建物の上から解体

する工法です。解体で出たガラを

利用して下階に降りるスロープを

作成し、解体を行いながら下階へ

降りていきます。

●地上解体

●階上解体

【重機楊重】

大型のクレーンを用いて解体用

重機（１０ｔ）を屋上に揚重します。

●階上解体の流れについて

●使用重機

西庁舎、東庁舎一部：地上解体

北、東庁舎：階上解体

●強力サポート

●躯体解体について

【地上解体】

地上から解体用重機により建物の上

から解体します。上階の躯体は通常

よりアームの長い重機を利用して解

体します。

【小割】

建物から切り離した躯体を、搬出が

できる大きさに「小割り」をします。

その過程でコンクリートの中に入っ

ている鉄筋を分別します。

【散水】

解体、小割時に発生する粉

塵などの飛散を抑えるため、

放水により、湿らせながら解

体を進めます。
梁の解体等に使用

します。ハサミのよ

うな形状で、油圧に

よりコンクリートを

切断します。

コンクリートを

圧砕し小さくす

る小割りや鉄筋

の分別に使用し

ます。

通常よりアームの長

いの重機です。最大

で約３０ｍの高さま

で届きます。

解体中の重機重量などで床が抜けるのを防ぐた

め、下階や地下に写真のような強力サポートを設

置します。突っ張り棒のように梁を突っ張ること

で床や梁にかかる加重を分散させます。

1本あたり約１０tの耐荷重があり、解体工事中

の加重を計算し,必要な本数を設置します。解体が

進むに伴って、下階へ移設します。

強力サポート

【躯体解体】

屋上に据えた重機により下階に

向けて解体を進めます。

Step１

クレーンを用いて屋

上に重機を揚重する

Step２

揚重した重機で躯体

を解体する

Step３

解体で出たガラでス

ロープを造り、下階

へ降りる

解体用重機

大型クレーン

重機・人力により、
床・梁・柱・壁を解体 ガラスロープ

で下階へ

オールテレーンクレーン
（１６０ｔ）

解体用重機

アームから放水

地上からホースにより放水


